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可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決

一般会計補正予算（第５号）
一般会計補正予算（第６号）
農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）
国済寺土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）
岡中央土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）
水道事業会計補正予算（第２号）
一般会計補正予算（第７号）
一般会計補正予算（第８号）

平
成
25
年
度

【当初予算】 【最終補正予算】

【当初予算】 【最終補正予算】

平成 2 5 年度　一般会計予算の推移平成 2 5 年度　一般会計予算の推移平成 2 5 年度　一般会計予算の推移 〈単位　億円〉

総額　約482億円 総額　約507億円総額　約482億円 総額　約507億円

市税　約 175

交付税・交付金・
地方譲与税　 約 97

市債 約 58

繰入金 約 15

議会費 約 3
予備費 約 1
公債費 約 36
教育費 約 56
消防費 約 21

土木費 約 59
商工費 約 9
農林水産業費 約 15

総務費 約 61

民生費 約 196

衛生費 約 48

労働費 約 3

分担金・負担金・
使用料等 約 18

その他収入 約 47

国庫・県支出金  約 97

市税　約 175

交付税・交付金・
地方譲与税　　約 97

市債 約 57

繰入金 約 24

議会費 約 4
予備費 約 1
公債費 約 36
教育費 約 46
消防費 約 22

土木費 約 57
商工費 約 9
農林水産業費 約 15

総務費 約 47

民生費 約 192

衛生費 約 52

労働費 約 3

分担金・負担金・
使用料等 約 19

その他収入 約 23

国庫・県支出金  約 88

歳　

入

歳　

出

　
　
「
か
つ
て
は
地
域
住
民
が
連
絡
す
る
と

す
ぐ
に
除
雪
の
対
応
を
し
て
い
た
が
、
合
併

後
は
対
応
が
遅
く
な
っ
た
」
と
い
う
指
摘
が

少
な
く
な
い
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

一
市
三
町
が
合
併
し
、
総
合
支
所
は
置
か
れ

た
も
の
の
職
員
数
は
大
幅
に
減
少
し
、
除
雪

の
た
め
の
機
械
も
一
台
も
な
く
、
除
雪
の
遅

れ
に
は
合
併
が
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
る
。

業
者
や
農
家
の
ト
ラ
ク
タ
ー
の
状
況
な
ど
が

よ
く
わ
か
る
地
域
に
身
近
な
総
合
支
所
を
防

災
対
策
の
拠
点
に
し
て
、
地
域
住
民
に
行
き

届
い
た
サ
ー
ビ
ス
を
。

　
　

総
合
支
所
を
よ
り
有
効
に
機
能
さ
せ
る

た
め
に
、
改
め
て
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

投
票
所
を
増
や
し
て
投
票
率
の
向
上
を

　
　

平
成
21
年
に
投
票
所
の
見
直
し
が
行
わ

れ
、
旧
深
谷
市
は
22
投
票
所
が
21
に
、
岡
部

地
区
は
11
投
票
所
が
４
に
、
川
本
地
区
は
７

投
票
所
が
３
に
、
花
園
地
区
は
８
投
票
所
が

３
に
削
減
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
23
年

の
市
議
会
議
員
選
挙
を
は
じ
め
、
衆
議
院
選

挙
や
参
議
院
選
挙
と
、
い
ず
れ
も
投
票
率
が

低
下
し
て
い
る
。
高
齢
者
な
ど
の
選
挙
権
の

保
障
を
す
べ
く
投
票
所
を
増
や
す
べ
き
だ
。

　
　

投
票
所
の
選
挙
人
の
数
や
区
域
の
面
積

に
格
差
が
生
じ
て
い
た
た
め
、
人
数
及
び
面

積
の
均
衡
を
図
り
、
さ
ら
に
行
財
政
の
効
率

化
の
観
点
か
ら
見
直
し
を
行
っ
た
。
現
行
の

投
票
所
で
こ
れ
ま
で
に
８
回
の
選
挙
を
行
い

定
着
し
つ
つ
あ
り
、
当
面
は
現
行
の
投
票
所

で
や
っ
て
い
き
た
い
。
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〈
一
般
質
問
の
記
事
は
質
問
者
本
人
が
執
筆
し
た
も
の
を
編
集
し
、
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。〉

一般質問
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ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り
〈
34
号　

平
成
26
年
５
月
１
日
発
行
〉

臨
時
福
祉
給
付
金

　
　

４
月
か
ら
消
費
税
が
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
影
響

の
緩
和
策
で
あ
る
と
思
う
が
、

対
象
者
は
。

　
　

平
成
26
年
の
住
民
税
が
非

課
税
の
方
、
ま
た
は
、
住
民
税

非
課
税
の
方
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
方
で
あ
り
、
住
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
る
方
や
生
活
保
護
受

給
者
は
こ
の
対
象
で
は
な
い
。

　
　

支
給
金
額
は
。

　
　

一
人
１
万
円
で
あ
り
、
公

的
年
金
受
給
者
は
５
千
円
の
加

算
が
あ
る
。

　
　

受
給
者
数
と
申
請
時
期
は
。

　
　

約
２
万
４
千
人
で
、
申
請

時
期
は
７
月
か
ら
９
月
と
見
込

ん
で
い
る
。

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　
　

事
業
の
内
容
は
。

　
　

消
費
税
の
増
税
に
よ
る
子

育
て
世
帯
へ
の
影
響
緩
和
と
消

費
の
下
支
え
を
す
る
た
め
に
支

給
す
る
。
給
付
は
、
１
回
で
１

児
童
１
万
円
で
あ
る
。

　
　

受
給
人
数
と
申
請
時
期
は
。

　
　

児
童
数
１
万
７
千
人
と
見

込
ん
で
い
る
。
申
請
時
期
は
福

祉
課
と
連
携
し
進
め
た
い
。

問答問答

問答問答問答

市 政 一 般 質 問
議会のホームページから、議会の映像がご覧いただけます。

（通告順）

○清水　　修
①防災対策（除雪）について
②投票率の向上について

○吉田幸太郎
①大雪に関する対応状況と今後の対策は

○武井　伸一
①今まで経験した事のない大雪について
②論語の里整備活用計画について

○石川　克正
①自助・共助・公助について
②庁内プロジェクトチーム（PT）について
③協働について

○永田　勝彦
①川本道の駅農産物直売所駐車場整備
②川本田中新田地区の道路側溝
③ふるさと納税
④未曽有で記録的大降雪による農業大被害

○田嶋　　均
①深谷市活性化施策について

○加藤　利江
①市立中学校の部活について
②グランドゴルフ場建設について
③花園 IC拠点整備について

○馬場　　茂
①大雪対策について
②深谷市緑の回廊計画について

○清水　　睦
①人口減少対策について
②大雪被害について
③下水道整備について

○田島　信吉
①大雪被害対策について
②協働の事業について

○五間くみ子
①環境行政について

○加藤　温子
①市民の声（２月 15 日、16 日）大雪
に対する対応と被害状況を問う

②都知事選から見えたエネルギー問題「原
発 0」市の再生エネルギーの現状と今後

③駐輪場を機械式に
○村川　徳浩
①農業振興について
②省エネルギーモデル温室事業について
③深谷市の観光について

○星　　　智
①廃棄物について
②仙元山を中心としたスポーツの拠点作
りについて

○清水　健一
①環境保全に関する方針について
②好循環実現のための経済対策について
③「全員参加の社会」の実現パート 2に
ついて

○三田部恒明
①消防団を中核とした地域防災力の充実
強化に関する法律の成立を受けて

質問項目一覧

≪臨時福祉給付金≫
■対象者
平成 26年の住民税が非課税の方、住民税非課税の方に扶
養されている方
住民税課税者や生活保護受給者は対象でない

■支給金額
１人１万円（公的年金受給者は５千円の加算）

■申請時期　
平成 26年７月から９月と見込んでいる

≪子育て世帯臨時特例給付金≫
■対象者
平成 26年１月１日が基準となり平成 26年１月分の児童手
当を受けている方で臨時福祉給付金の対象にならない方

■支給金額
１児童１万円

■申請時期
平成 26年７月から９月と見込んでいる

 補  正  予  算  消費税 ５→８％への対策

Ｑ
Ａ

総
合
支
所
を
防
災
対
策
（
除
雪
対
策
）
の
拠
点
に

よ
り
有
効
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
、
改
め
て
検
証
す
る

清し
み
ず水　
　

修お
さ
む


